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株式会社 三星 
〒053-0814 

苫小牧市字糸井 141 番地 

代表者： 代表取締役 三浦  実 
業種：和洋菓子、パン、笹寿司の製造･

販売 

担当部署（者）様：企画広報室 URL： http://yoitomake.jp/ 

TEL 0144-74-5225 FAX 0144-72-2101 E-mail:： mitsuboshi@yoitomake.jp 

 
 

 明治３１年、小樽でパンとお菓子の店として創業。著名な作家「小林多喜

二」は創業者小林慶義の甥にあたり、小樽商業校時代は三星に住み込みで働

いていた。三星は後に王子製紙が開業した苫小牧に進出。昭和 39 年に株式会

社化。初代社長小林正俊は三星の屋号を「仕事に惚れ、郷土に惚れ、女房に

惚れる」の三惚れマークと言い、大胆な経営で三星の礎を築く。一方で苫小

牧勇払原野に自生していたハスカップを使った菓子作りにこだわり、昭和２

８年に地元を代表する銘菓「よいとまけ」を発売。その後もジャムやゼリー、

焼き菓子、和・洋生菓子など多数のハスカップ製品を開発し、現在に至る。

苫小牧から道央圏にかけて約 3０店舗を展開。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜主要取扱商品＞ 

 
よいとまけ、ハスカップランド、ゆのみのんの、ハスカップゼリー、 
ななかまど、バウムクーヘン、ポンエペーレ、ホワイトパック、 
ハスカップジャム、ハスカップ 
 



 


